
計画の区分： 大学院の設置
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学校法人 奈良学園

[平成30年度設置］

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

奈良学園大学大学院

注１

　　担当部局（課）名　事務局

・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

電話番号　　０７４５－７３－７８００

（夜間）　　０７４５－７３－７８２０

（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

３　大学番号の欄については、平成３１年４月２日付事務連絡「履行状況報告書の提出について

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

・大学の設置の場合：「○○大学」

認可

大学番号：０００
注３

認可

大学番号：私２４５
注３
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＜看護学研究科＞

＜□□学科＞

＜◇◇学科＞
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　（５）－ 　 部 者

6 人 0 人 平成３０年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

・ 各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

・ 内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

・ 在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

・ 「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除籍 ・その他

　（５）－ 　 部 者

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 6

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 10

（ ）・　 ３ ２

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　

うち留学生数

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

合　　計

平成３０年度

人令和元年度 10 人 0

=

= = 0.00 ％

0.00 ％=



１前 2 2 1 １前 2 　 3 0

１後 　 2 1 1 １後 　 2 　 2 0

１後 　 2 1 1 １後 　 2 　 1 1

１前 2 6 1 １前 2 　 5 4

2 1 2 1

１後 2 2 １後 2 3

１後 2 1 1 1 １後 2 1 1 1

１後 2 1 １後 2 0

　 2 　 1 1 　 2 　 1 1

　 2 　 1 1 　 2 　 1 5

2 1 1 2 1 3

１前 2 5 1 1 １前 2 5 1 2

小計（12科目） - 6 18 0 9 2 1 0 0 5 小計（12科目） - 6 18 0 8 1 1 0 0 12

１前 2 3 1 1 1 １前 2 　 3 2 0 1

１前 2 3 1 2 １前 2 　 4 1 0

１後 2 1 2 １後 2 1 2

１後 2 1 1 １後 2 1 1

２前 2 3 1 1 ２前 2 4 1 0

１前 2 1 1 １前 2 1 　 1

１前 2 1 1 1 １前 2 1 1 　 1

在宅看護学特論Ⅲ
（回復支援）

在宅看護学特論Ⅲ
（回復支援）

在宅看護学特論Ⅳ
（地域包括支援）

在宅看護学特論Ⅳ
（地域包括支援）

在宅看護学特論演習 在宅看護学特論演習

専
門
科
目

（
在
宅
看
護
学
分
野

）

専
門
科
目

（
在
宅
看
護
学
分
野

）

育成看護学特論Ⅰ
（発達支援）

在宅看護学特論Ⅰ
（在宅看護学）

在宅看護学特論Ⅱ
（慢性期）

在宅看護学特論Ⅰ
（在宅看護学）

在宅看護学特論Ⅱ
（慢性期）

育成看護学特論Ⅱ
（次世代育成支援）

専
門
科
目

（
育
成
看
護
学
分
野

）

育成看護学特論Ⅰ
（発達支援）（未開
講）

育成看護学特論Ⅱ
（次世代育成支援）
（未開講）

専
門
科
目

（
育
成
看
護
学
分
野

）

１・2
前

看護理論特論

看護教育学特論

看護管理学特論

臨床薬理学 １・2
後

病態生理学 １・2
前

フィジカルｱｾｽﾒﾝﾄ １・2
前

臨床薬理学 １・2
後

病態生理学 １・2
前

フィジカルｱｾｽﾒﾝﾄ １・2
前

看護研究特論

国際医療特論

国際看護特論

ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ特論

看護倫理特論

ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ論

看護研究特論

国際医療特論

国際看護特論

ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ特論

看護倫理特論

ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ論 １・2
前

看護理論特論

看護教育学特論

看護管理学特論

２　授業科目の概要

＜看護学研究科　看護学専攻（修士課程）＞

（１）ー  授業科目表

名

 
当
 

・

担

・

担

名

 
当
 



１後 2 1 1 １後 2 1 1

１後 　 2 　 1 2 １後 　 2 　 1 1

２前 　 2 　 2 1 ２前 　 2 　 2 1

１前 2 2 1 1 １前 2 1 1 1

１前 2 2 1 1 1 １前 2 1 1 1 1

1前 2 1 1 1 1 1前 2 1 1 1 1

1後 2 1 1 1 1後 2 1 1 1

1後 2 1 1 1 1後 2 1 1 1

1後 2 1 1 1 1後 2 1 1 1

1前 2 1 1 1 1前 2 1 1 1

1後 2 1 1 1 1後 2 1 1 1

1前 2 1 1 1 1前 2 1 1 1

1後 2 1 1 1 1後 2 1 1 1

2 1 1 1 2 1 1 1

2通 4 1 1 1 2通 4 1 1 1

小計（２２科目） - 0 46 0 8 4 2 1 0 9 小計（２２科目） - 0 46 0 8 4 0 1 0 8

上級直接ケア実習 上級直接ケア実習

1後
～2
前

専
門
科
目

（
精
神
看
護
学
分
野

）

専
門
科
目

（
精
神
看
護
学
分
野

）

1後
～2
前

地域移行支援精神
看護学特論

急性期精神看護学
特論

精神看護学演習Ⅰ
（精神科治療技法）

精神看護学演習Ⅱ
（精神看護理論、援
助技法）

精神看護学実習　ア
セスメント

精神看護専門看護
師役割実習

直接ケア実習

精神看護学実習　ア
セスメント

精神看護専門看護
師役割実習

直接ケア実習

地域移行支援精神
看護学特論

急性期精神看護学
特論

精神看護学演習Ⅰ
（精神科治療技法）

精神看護学演習Ⅱ
（精神看護理論、援
助技法）

名

育成看護学特論演習

精神看護学特論Ⅰ
（歴史・法制度）

精神看護学特論Ⅱ
（精神・身体状態の
評価）

精神看護学特論Ⅲ
（精神科治療技法）

精神看護学特論Ⅳ
（精神看護理論、援
助技法）

精神看護学特論Ⅰ
（歴史・法制度）

精神看護学特論Ⅱ
（精神・身体状態の
評価）

精神看護学特論Ⅲ
（精神科治療技法）

精神看護学特論Ⅳ
（精神看護理論、援
助技法）

専
門
科
目

（
育
成
看
護
学
分
野

）

育成看護学特論Ⅲ
（ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ・ｹ
ｱ）

育成看護学特論Ⅳ
（家族支援）

育成看護学特論演習

専
門
科
目

（
育
成
看
護
学
分
野

）

 
当
 

・

担

名

 
当
 

育成看護学特論Ⅲ
（ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ・ｹ
ｱ）

育成看護学特論Ⅳ
（家族支援）

・

担



8 9 4 3 8 8 3 1

2通 4 1 1 　 1 2通 4 1 1 　 1

小計（２科目） - 0 12 0 9 4 3 1 0 0 小計（２科目） - 0 12 0 8 3 1 1 0 0

- 6 76 0 9 5 3 1 0 12 - 6 76 0 8 4 1 1 0 18

　基盤科目から必修6単位を含み10単位以上、専門科目から3つの分野
のうち1つの分野を主たる分野として演習2単位を含む8単位以上及び他
の分野から4単位以上の計12単位以上、研究科目から特別研究8単位を
加え、合計30単位以上を修得し、修士論文の審査及び最終試験に合格
すること。ただし、精神看護学分野の急性期精神看護学特論と地域移行
支援精神看護学特論、実習科目は除く。

　ＣＮＳを履修するコースにおいては、基盤科目16単位以上（国際医療特
論、看護倫理特論、看護研究特論、臨床薬理学、病態生理学、フィジカル
アセスメント12単位必修、コンサルテーション論、看護理論特論、看護教
育学特論、看護管理学特論から4単位以上）、専門分野24単位以上（特論
4科目8単位、演習2科目4単位、実習4科目10単位はそれぞれ必修、急性
期精神看護学特論又は地域移行支援看護学特論からいずれか1科目2
単位選択）、研究科目から課題研究4単位を加え、合計44単位以上を修
得し、課題研究の成果の審査及び最終試験に合格すること。

　基盤科目から必修6単位を含み10単位以上、専門科目から3つの分野
のうち1つの分野を主たる分野として演習2単位を含む8単位以上及び他
の分野から4単位以上の計12単位以上、研究科目から特別研究8単位を
加え、合計30単位以上を修得し、修士論文の審査及び最終試験に合格
すること。ただし、精神看護学分野の急性期精神看護学特論と地域移行
支援精神看護学特論、実習科目は除く。

　ＣＮＳを履修するコースにおいては、基盤科目16単位以上（国際医療特
論、看護倫理特論、看護研究特論、臨床薬理学、病態生理学、フィジカル
アセスメント12単位必修、コンサルテーション論、看護理論特論、看護教
育学特論、看護管理学特論から4単位以上）、専門分野24単位以上（特論
4科目8単位、演習2科目4単位、実習4科目10単位はそれぞれ必修、急性
期精神看護学特論又は地域移行支援看護学特論からいずれか1科目2
単位選択）、研究科目から課題研究4単位を加え、合計44単位以上を修
得し、課題研究の成果の審査及び最終試験に合格すること。

 
当
 

・

担

名

課題研究

 
当
 

・

担

１～
2通

研

究

科

目

研

究

科

目

合計（３６科目） 合計（３６科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

特別研究

課題研究

１～
2通

特別研究

名



１前 2 2 1

１後 2 1 1

１後 2 1 1

１前 2 5 3

2 1

１後 2 2

１後 2 1 0 1

１後 2 1

　 2 　 1 1

　 2 　 1 5

2 1 4

１前 2 5 1 2

小計（12科目） - 6 18 0 7 2 0 0 0 13

１前 2 3 2 0 1

１前 2 3 2 0

１後 2 1 2

１後 2 1 1

２前 2 3 2 0

１前 2 1 　 1

１前 2 1 1 　 1

１後 2 1 1

１後 　 2 　 1 2

２前 　 2 　 2 1

成３０

名

 
当
 

・

担

フィジカルｱｾｽﾒﾝﾄ １・2
前

専
門
科
目

（
育
成
看
護
学
分
野

）

育成看護学特論演習

育成看護学特論Ⅳ
（家族支援）

専
門
科
目

（
在
宅
看
護
学
分
野

）

在宅看護学特論Ⅰ
（在宅看護学）

在宅看護学特論Ⅱ
（慢性期）

在宅看護学特論Ⅲ
（回復支援）

在宅看護学特論Ⅳ
（地域包括支援）

国際医療特論

国際看護特論

ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ特論

看護倫理特論

ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ論 １・2
前

看護理論特論

看護教育学特論

臨床薬理学 １・2
後

病態生理学 １・2
前

看護研究特論

看護管理学特論（未
開講）

在宅看護学特論演習

育成看護学特論Ⅰ
（発達支援）

育成看護学特論Ⅱ
（次世代育成支援）

育成看護学特論Ⅲ
（ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ・ｹ
ｱ）



１前 2 2 1 1

１前 2 2 1 1 1

1前 2 1 1 1 1

1後 2 1 1 1

1後 2 1 1 1

1後 2 1 1 1

1前 2 1 1 1

1後 2 1 1 1

1前 2 1 1 1

1後 2 1 1 1

2 1 1 1

2通 4 1 1 1

小計（２２科目） - 0 46 0 7 5 0 1 0 9

専
門
科
目

（
精
神
看
護
学
分
野

）

精神看護学演習Ⅰ
（精神科治療技法）

精神看護学演習Ⅱ
（精神看護理論、援
助技法）

成３０

名

 
当
 

・

担

精神看護学特論Ⅲ
（精神科治療技法）

精神看護学特論Ⅳ
（精神看護理論、援
助技法）

地域移行支援精神
看護学特論（未開
講）

精神看護学特論Ⅰ
（歴史・法制度）

精神看護学特論Ⅱ
（精神・身体状態の
評価）

急性期精神看護学
特論

上級直接ケア実習

精神看護学実習　ア
セスメント

精神看護専門看護
師役割実習

直接ケア実習 1後
～2
前



8 8 4

2通 4 1 1 　 1

小計（２科目） - 0 12 0 8 4 0 1 0 0

- 6 76 0 8 5 1 1 0 19

（ ）・　 ５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ 間

・ ２号（ ２ ） 作成

・ 作成 作成 課

・  （ 担 担当 ）

・ 者 名 後 （ ）

・ ２

・ （ 成２ 成２８ ）

（２ ）

成３０

合計（３６科目）

卒業要件及び履修方法

　基盤科目から必修6単位を含み10単位以上、専門科目から3つの分野
のうち1つの分野を主たる分野として演習2単位を含む8単位以上及び他
の分野から4単位以上の計12単位以上、研究科目から特別研究8単位を
加え、合計30単位以上を修得し、修士論文の審査及び最終試験に合格
すること。ただし、精神看護学分野の急性期精神看護学特論と地域移行
支援精神看護学特論、実習科目は除く。

　ＣＮＳを履修するコースにおいては、基盤科目16単位以上（国際医療特
論、看護倫理特論、看護研究特論、臨床薬理学、病態生理学、フィジカル
アセスメント12単位必修、コンサルテーション論、看護理論特論、看護教
育学特論、看護管理学特論から4単位以上）、専門分野24単位以上（特論
4科目8単位、演習2科目4単位、実習4科目10単位はそれぞれ必修、急性
期精神看護学特論又は地域移行支援看護学特論からいずれか1科目2
単位選択）、研究科目から課題研究4単位を加え、合計44単位以上を修
得し、課題研究の成果の審査及び最終試験に合格すること。

名

 
当
 

・

担

課題研究

研

究

科

目

特別研究 １～
2通

1



成３０

（ ）・  ２（ ）  （ 当

名 ）

・

・ （ 成２ 成２８ ）

（ ）・　 課 　

（ ）

（ ）
・ 1 1
・ 成課 1
・ 1
・ 成課 1
・ 成課 1
・ 成課 1 2

（ ）
・ （ ） 1 2
・ （ ） 1 2
・ 1 2
・ （ ・ ） 2 1
・ （ ・ ） 2 1

（ ）
・
・

（ ）
・ 課 2
・ 課 1
・ 職 1 1
・ 職 1 1
・ 職 1

（ ）
・ 職 （ ） 1 1
・ 職 1 1
・ 成 （ ） 2 1

（ ）
・ 職
・ 課 1

　 　 　 　 　 　 

（Ａ）

　 　 

（２） 授業科目

（１）ー 授業科目表に する変更

11



番号 名   当 ・ ・

２

３

（ ）・　 当

・ 者

・ 職 ・ ・ ・

番号 名   当 ・ ・

２

３

（ ）・　 （ 課 ）

（ ）・　

後

（６） 「設置時の計画の授業科目 の計」に対する「 開 科目と 科目の計」の 合

（ ）・　 ３ ２

・ （３） （４）

（５） 授業科目を 開 は とした とに係る「大学の 」 「学 の 法」

（４） 科目

・ 職 ・ ・ ・

（３） 開 科目

　 当

（３） （４）

（Ａ）

該当なし

該当なし

12



部

・

部

・ 後 部

（ ）

部

・ （ 間・ ）

　 . 　

Ａ 部 ）

（ ） （２）

　 　 　11 12 . 1　

６ 　　書　　

部
名

当

. 1 

. 　

2 . . 　

７ 　　育　　

成

 

1 1 . 　

　 . 　 　12 1 . 1　

成

 

（　 　1　 ）
2

 （　2 　）
（  ）
 （ 　

2
2

1

（  ）
 （ 　

（　1  　）
2

 （　2 　）

書
・
設
備

５

　 　

2 1
 22 1

　 　

３ 教　　 　　等

　 　

４ 専 教員研究

　 1 . 　 　2 . 　

2 1
 22 1

　　
・ 　　

 　1　
2
2

1

 　1　

（　 　 　 ）

　 . 　

　11 2 . 　 　2 . 　

2

    

（　 1 ）
 （　 ）

（　 　 　 ） （　 　1　 ）

221.2  

経費の
り

法
の 概 要

　 　

2 2 1

1 11

- -- -

当 ２ ３ ４ ５

（　 1 ）
 （　 ）

　2 1 2. 1　

（ 職 　  ）

   

（ 職 　  ）

（　1  　）

　 1 1 . 　

電

　　

３　施設・設備の整備状況，経費

部

　1 . 　 2. 　

（　2 1 .1 　 ）

　2 2 . 1　 　 . 　

2 1 .1 　 　1 .1 　

（　1 . 　 ） （　1 . 　 ）

校

等

部

成 1 ４

・ ・ ・

2
者

部

 
 
 部
 

１ 　　 

   

・ （ ）

・ （８）

　 . 　 　2 . 　 . 　2 . 　

（　 　 2. 　 ）

２ 校

・ ５ ・ 成 ５

（ ）・　 ２号（ ） 作成 （ 　

部 名

　 　

1



４．既設大学等の状況

   名 　　

間 部 1 . 成2

　 間 1 . 成 成2

　　 間 12 - . - 成2
12-1

（ ・ ） - 1. 1 - 成
12-1

部 1 .

　 - 2 （ ） 1. - 成2
1 番1号

.

　　 - （
）

1. - 成 1
1 番1号

　　作 - （作
）

.2 - 成 1
1 番1号

1 . 2

　 2 - 1 （ ） . 2 - 成
1 番1号

- 1 - - .

（ ）・ 者 （ ）

５

（ ）

・ 部

課 ・

・

・ Ａ 部

・ 作成 （ 成 1 ）

・

号 （ 間
）

　 　

　

部 名
　

（ 間
）

1



後

　 　

（２ ）

　 　

（２ ）

　 　

（２ ）

　 　

（２ ）

　 　

（２ ）

事

事

成

成

（ ）

成
（ ）

（ ）

当

後

事

・

３

事

６　附帯事項等に対する履行状況等

　 　事　 　

（ ）

・

（ ）

事

　 　 　

1 後 ・
成・

課
・

（ ）

成
（ ）

・ 成・ ３

後

課

23



後

　 　

（２ ）

　 　

（２ ）

　　 　　 

（３０ ）

・ 公

・ 当 当

・

・ 当 事 部 当

（ ）

事 ） 

（ ）・　 事 （

1 名 1
1 名

成 1 名

名

1名
1 2名

（ ）

事
（ ）

事

　 　事　 　 　 　 　

事

成
職

成
職
名

名
職

2名

成 -

（ ）

後 1
担当

（ ）

2



　 　 　 　 　 ・ 後

 当  当

1 　 成 2 （ ） 者 名

2 　 成 2 （ ） 者 名

　 成 2 （ ） 者 名

　 成 2 （ ） 者 名

　 成 1 2 （ ） 者 名

　 成 12 21 （ ） 者 名

　 成 1 2 22 （ ） 者 名

　 成 1 1 （ ） 者 名

・

　

Ｆ

　 　

2 Ｆ （ 部 ）

　 　 （ ）

・ 1 　 成 1 （ ）1 1

作成
者 2 名

・ 2 　 成 （ ）1 1

者 2 名

　 　

　

７　その他全般的事項

＜大学院　看護学研究科＞

（１） 設置計画変更事項等

　

　 　 （ ）

　 　 事

（ ・ ）

（ ）・　 事 （ ）

事

（２） 教員の の の （ ・ ）

　 　 公

（ ）

（ ）・ 　

（ ）

2



・ 成 ・

後 部

 

（４） ・ 等に する事項

－

・

　 　公 （ ）

・ 1

　 　公

・公

（３） 教育課程連 に する事項

　 し

（ ）・　 後公 後 公

　 　 公 　　（ ・ ）

　 ・ 当

　 　公 　　（ ）

　 　公 公 （ ） 　　（　   1 　　）

（５） 報 表に する事項

（ ）

（ ）・　 （ ）

　 ・ 成 ・

2
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研究科委員会資料

科目名 育成する能力

1 国際医療特論 諸外国の医療制度や看護の課題を学び、看護や医療を多角的に捉える教育力を修得する。

2 国際看護特論 国内外の看護の現状や健康課題について理解し、国際的に看護活動が展開できる能力と、国際的な視点を持って
看護問題の解決方法を検討する能力を育成する。

3 ヘルスプロモーション特論 高度な看護を提供する上で必要となるヘルスプロモーションの基盤である体力と運動生理学理論そして行動変容理
論を応用できる能力を育成する。

4 看護倫理特論 常に看護倫理の持つ意味を探求し、看護職が直面する倫理問題に気づく力、考察する力、マネージメントする力を
修得し、様々な倫理問題を解決する能力を育成する。

5 コンサルテ―ション論 マネジメント力に不可欠なコンサルテーションの知識と技術の修得

6 看護理論特論 看護理論を通して、看護のエビデンスを明確にし、看護理論を実践に応用することができる能力を育成する。また、
看護理論を分析し、理論構造と特性を明らかにすることで、看護教育、看護研究への応用ができる能力を育成する。

7 看護教育学特論 看護教育や看護の継続教育に関する教育力を修得する。

8 看護管理学特論 保健医療チームとの調整や看護の機能を効果的かつ円滑に展開するマネジメント力の修得

9 臨床薬理学 各種病態に対応した薬物治療を病態学的、薬力学的ならびに薬物動態的に理解して、最適・最新な看護ができる能
力を育成する。また未解決薬物治療を視野に新薬開発臨床試験等においても関われる能力も育成する。

10 病態生理学 各種疾患の病態において詳細な生理学的変化を理解し、根拠に基づいた最適な看護対応能力を
育成する。

11 フィジカルアセスメント 高度実践看護師が対象者の抱える健康問題について、全身をシステマティックに診て臨床看護判断が実施できるた
めの能力を育成する。

12 看護研究特論 特別研究、課題研究、及びマネジメント力に必要な看護研究の方法を習得する。

13 在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学） 在宅におけるさまざまなライフステージにある人の健康課題と高度な在宅医療のなかでのチーム医療における看護
職の役割を考察する能力を育成する。

14 在宅看護学特論Ⅱ（慢性期） 在宅における主要な疾患の慢性期における高度な全人的看護ができる能力を育成する。また、慢性期疾患を持つ
患者及び家族の健康課題を分析し、看護を開発する能力を育成する。

15 在宅看護学特論Ⅲ（回復支援） 介護予防など在宅生活を向上させるための回復支援場面における多職種との連携に関するマネジメント力を修得す
る。

16 在宅看護学特論Ⅳ（地域包括支援） 地域包括支援システムを推進するために看護職が果たす役割・課題について理解することで、地域包括支援システ
ムを推進できる教育力を修得する。

17 在宅看護学特論演習 在宅における患者と家族の多様なニーズに対応できる援助方法や在宅医療を支える看護職の役割について探求で
きる能力を育成する。また、在宅看護のリーダーとしてリーダーシップが取れる能力を育成する。

18 育成看護学特論Ⅰ（発達支援） 小児の健全な発達を遂げるために必要な施策や制度と支援方法を理解することで、小児の成長発達や家族機能の
支援のための専門的知識に関する教育力を修得する。

19 育成看護学特論Ⅱ（次世代育成支援） 理論や科学的根拠に基づいて次世代育成に向けた看護のあり方を探求し、次世代育成に貢献できる看護を実践で
きる力を育成する。

20 育成看護学特論Ⅲ（リプロダクティブヘルス・ケア） 女性のリプロダクティブヘルス・ケア上の課題や介入のための理論や看護について理解することで、女性のリプロダク
ティブヘルス・ケアのための専門的知識に関する教育力を修得する。

21 育成看護学特論Ⅳ（家族支援） 家族支援や家族ケアの具体的方法の理解による家族構成員全体へのケアを調整できるマネジメント力を修得する。

22 育成看護学特論演習 育成看護学分野における課題や課題に対する看護の方法を科学的に探求できる能力を育成する。

23 精神看護学特論Ⅰ（歴史・法制度） 精神保健・医療・福祉・看護の制度と歴史について理解を深め卓越した看護実践者のための教育力を修得する。

24 精神看護学特論Ⅱ（精神・身体状態の評価） 精神・身体状態の評価について理解を深め卓越した看護実践者のための教育力を修得する。

25 精神看護学特論Ⅲ（精神科治療技法） 様々な精神科治療技法について理解を深め卓越した看護実践者のための教育力を修得する。

26 精神看護学特論Ⅳ（精神看護理論、援助技法） 精神看護学を支える看護理論と援助技法について理解を深め卓越した看護実践者のための教育力を修得する。

27 地域移行支援精神看護学特論 日本や諸外国のケアマネジメントモデルを学び、ケアに関するマネジメント力を修得する。

28 急性期精神看護学特論 急性期の精神看護学について理解を深め卓越した看護実践者のための実践力と教育力を修得する。

29 精神看護学演習Ⅰ（精神科治療技法） 様々な精神科技法について理解を深め卓越した看護実践者のための実践力と教育力を修得する。

30 精神看護学演習Ⅱ（精神看護理論、援助技法） 精神看護学の実践を支える精神看護理論と援助技法について理解を深め卓越した看護実践者のための実践力と教
育力を修得する。

31 精神看護学実習　アセスメント 精神を病む人とその家族の包括的なアセスメントを実践して卓越した看護実践者のための実践力と教育力を高める。

32 精神看護専門看護師役割実習 精神看護専門看護師が担う6つの役割について理解を深め卓越した看護実践者のための実践力と教育力を修得す
る。

33 直接ケア実習 精神を病む人とその家族への治療技法を実践して卓越した看護実践者のための実践力と教育力を高める。

34 上級直接ケア実習 選択したサブスペシャリティの対象者とその家族の複雑で解決困難な課題に対する看護を実践して卓越した看護実
践者のための実践力と教育力を高める。

35 特別研究 研究の遂行に伴う研究協力者はじめ研究フィールドにおける関係する職種とのマネジメント力を修得する。

36 課題研究 研究の遂行に伴う研究協力者はじめ研究フィールドにおける関係する職種とのマネジメント力を修得し、研究への取
り組みを通して臨床での看護実践に必要な課題探究力に関する教育力を修得する。

大学院看護学研究科　シラバス項目追加　『育成する能力』
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奈良学園大学ＦＤ委員会規程 

 （設置） 

第１条 本学にＦＤ委員会（以下「委員会」という。）を置き、本学におけるＦＤ(ファカルティ・デ

ィベロップメント）推進のために必要な事項の審議及び学部間の連絡、調整等を行う。 

 （構成員） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 副学長

(2) 学部選出教員 各２名

(3) 事務局教務課長

(4) その他学長が必要と認め委嘱した者

２ 前項第２号及び第４号の委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

 （委員長） 

第３条 委員会に委員長を置く。なお、委員長は、委員の中から学長が指名する。 

２ 委員長は、委員会を招集し、議長となる。 

 （審議事項） 

第４条 委員会は、次の事項を審議する。 

(1) 授業改善のための基本方針の策定に関する事項

(2) 教育活動における教職員の交流と研修に関する事項

(3) 教員の教授活動相互研鑽に関する事項

(4) 学生による授業評価の実施に関する事項

(5) 学生の勉学能力の育成に関する事項

(6) その他委員会が必要と認めた事項

２ 前項の審議事項は、企画運営会議に報告または発議し、必要に応じて大学評議会に報告または発

議するものとする。 

（小委員会の設置） 

第５条 委員会は、必要に応じて、小委員会を設置することができる。 

２ 小委員会は、議論の内容を委員会に報告しなければならない。 

（委員以外の出席） 

第６条 委員長は、委員会が必要と認めたときは、委員以外の者に出席を求め、説明又は意見を聴く

ことができる。 

（事務） 

第７条 委員会の事務は、事務局教務課がこれを行う。 

（改廃） 

第８条 この規程の改廃は、大学評議会においてこれを行う。 

附 則 

この規程は、平成１８年４月１日から施行する。 

制  定 平成１８年 ４月 １日 

最近改正 平成２６年 ４月 １日 

morioka
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附 則 

この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、平成２２年４月１日を任期の始期とする第２条第１項第２号

の委員のうち各学部１名の任期は１年とする。 

附 則 

この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、平成２６年４月１日を任期の始期とする第２条第１項第２号

の委員のうち各学部１名の任期は１年とする。 

morioka


